
子どもの遊び場（キッズパーク）を併設し、生後２か月から就学前の子どもを

対象にした一時預かりサービスなどを提供する託児所「まめっこハウス」。出産

前に保育士として働いていた大園萌夏代表が、「正職員として保育士に戻ろうと

考えたが、求人はフルタイムが圧倒的に多く、子育てとの両立から、フルタイム

で職場復帰することは難しい」と感じ、自分や家族の都合に合わせて働けるよう、

第二子の妊娠中に立ち上げた事業です。

一時預かり託児所 まめっこハウス
（保育（一時預かり他）・大垣市）

資格を持ちながら働けなかった「潜在保育士」が超短時間勤務の導入により

活躍

・ 超短時間勤務と子連れ出勤の導入により「潜在保育士」を活用

・ スタッフの都合に合わせて、柔軟に雇用することにより、事業拡大を実現

・ 子育て中の目線でアイデアを出し合い、新たなサービス展開も検討
24時間稼働する工場

受入人数の変動に対応するため、超短時間で働ける潜在保育士を活用

自身の経験から、同じ境遇の潜在保育士が多いのではないかと考え、各自の

都合の良い時に、短時間で働いてもらうという仕組を考えました。そこで、

ＳＮＳを通じて一緒に働けるメンバーを募集したところ、わずか１カ月の間に

20名もの応募がありました。「このうち半数の方は潜在保育士で、保育の仕事

をやりたくてもやれなかった方々でした。自分よりもずっと経験豊富な方もい

て、もったいないと感じました」と大園代表は語ります。

おおぞの もえか

令和６年の事業立ち上げ当初は自宅の

一角で自身の空いた時間を使って一時預

かりやベビーシッターなどをしていまし

たが、事業拡大のため、令和７年７月か

ら大垣市内に施設を移転することになり

ました。

しかし、受入定員を増やすためには、

これまでのように代表一人では無理があります。そこで、一緒に託児を行って

くれるスタッフを募集することになりましたが、同所は一時預かりの施設であ

り、日時によって、受入人数が変動するため、フルタイムでスタッフを雇用す

るのは非効率です。そこで、大園代表が考えたのが、保育士の資格を持ちなが

ら、家庭の事情などで保育園でのフルタイムの勤務を諦めている、いわゆる

「潜在保育士」の活用でした。

フルタイムで働けないために保育士を諦めていた方から応募が殺到

子どもたちに読み聞かせを行う大園代表



また、定期的に開催しているスタッフミーティン

グでは、母親目線で各自の体験や困りごとを話し合

い、どうすれば子育て中の方に使ってもらいやすく

できるかなど様々なアイデアを出し合っており、託

児所の模様替えに生かしているほか、病後児保育な

ど、新たなサービス展開も検討しています。

「やりたかった保育の仕事に戻れて良かったとい

うスタッフの声を聞くと、この事業を立ち上げて本

当に良かったと思います」と語る大園代表。

現在は、保育士の資格を持ちながら、子育てなどによりフルタイムで働くこと

が難しい方や保育業界への就職を希望する学生、また平日に別の施設で正社員の

保育士として勤務しながら、土日に副業として働きたい方など20代から40代まで

の13名がスタッフとして所属しています。

そこで、まずは超短時間で働ける業務を洗い出すことから始めました。そして、

その業務を人手が少ない時間帯を中心に、岐阜市超短時間ワーク応援センターに

紹介してもらった障がいのある方にお願いすることにしました。

「週１回や１回あたり２時間でも働いてもらえるのは非常にありがたいし、障

がいのある方も貴重な戦力になっていて、障がい者を雇っているという感覚はあ

りません」と曽我取締役。

既存の保育施設でカバーしきれていない新たなニーズを捉える施設に

多能工化や業務のマニュアル化を進め、お互いがカバーし合える体制を整備
母親目線でアイデアを出し合い、新たなサービス展開も検討

母親目線でアイデアを出し合う
メンバー

同施設は、利用日前日までの完全予約制を取っており、託児業務の予約が入る

と、大園代表がスタッフにスマートフォンのコミュニケーションアプリで出勤の

可否を確認し、各自の都合に合わせて１日あたり１時間から６時間程度の短時間

で働いてもらっています。また、メンバーの多くは１歳から小中学生の子どもを

持つ方であるため、子連れでの出勤も認めています。

潜在保育士等を活用しながら効率的に運営する同施設は、近隣に土日に開いて

いる託児所が少ないことから、土日を中心に利用者のニーズも高まっており、最

近では、イベントでの出張託児など、既存の保育施設でカバーしきれていない新

たなニーズを捉えています。

今後は、一時預かりのほか、企業や市町

村とも連携し、出張託児や病気の子どもの

看病・保育を行う病児シッターなど子育て

に関わる様々なサービスを充実させ、多く

の子育て中の方が育児で無理することなく、

明るい顔になってほしいと願っています。

大垣市内に移転した託児所



【一時預かり託児所 まめっこハウス】（https://mamekko-house.com/）

所在地：大垣市和合本町2丁目143-1ひょうたん島1階
従業員：14名（うち正社員1名、パート13名）
設 立：令和6年

  （令和７年10月末時点）

【従業員の声】

出産を機に保育士を辞め、自宅で専業主婦をしていましたが、自分のペースで仕事

ができることに惹かれ、10年ぶりに復職することが出来ました。これまでフルタイム

が前提だと思って保育士として働くことを諦めていましたが、久しぶりに子どもと関

わることができて、とても充実しています。

https://mamekko-house.com/
https://mamekko-house.com/
https://mamekko-house.com/
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